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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

理事長 小口正範

原子力機構の経営改革について



社会からの新たな期待に応える組織への変革

◼ GXポリシーの策定等、原子力の期待が高まる中、JAEAは社会からの新たな期待に応える組織への変革
として、マネジメント改革を進めてきた。（改革第１弾）

◼ プロセス改革や人材の改革が進んだ結果、新たな課題が明らかとなってきている。（改革第２弾）



新たな課題

◼ 業務の類型を整理し、投入リソースの可視化を図った結果、新たな価値創造につながる「機構発研究」
に投入するリソースが僅少となっている。

◼ 「機構発研究」は社会にソリューションを提供し、社会からの評価に直結するものであり、JAEAは研
究開発機関として、プロジェクト型事業を着実に遂行しつつ、機構発研究のリソース拡大が必要。

決められたミッションの着実な遂行が
求められる事業

新たな価値の創造につながる事業
中間的な事業

・使用済燃料対米輸送（JRR-3、JMTR）

・「ふげん」使用済燃料搬出・再処理

・「もんじゅ」ナトリウム処理処分

・ガラス固化処理

・人形峠ＵＦ６搬出、譲渡し 等

・「常陽」運転再開
（医療用RI製造実証）
・高速炉研究
・HTTR 等

・NXRプロジェクト
・パイオニアラボ
・CLADS研究開発 等

プロジェクト（国策等） 機構発研究
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